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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１ 避難所の備蓄品について 

 

 

 

 

【質問趣旨】 

 平成２６年 5 月発表の、愛

知県東海地震・東南海地震・

南海地震等被害予測調査結果

から、過去の地震最大モデル

に基づき、本市の被害想定を、 

避難者最大 6,800 人と算出し

ています。 

 内閣府においても、平成２

８年４月に避難所運営ガイド

ラインが示されており、本市

の備蓄品整備進捗状況を伺

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）備蓄品の状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）食物アレルギーの避難

者への反応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①瀬戸市防災備蓄計画では、大規模災害に備えて、災害対策拠点倉庫・避難所防災

備蓄倉庫に分散備蓄配備し、特に、令和３年度から「真に効果のある障害者施策

の実施として」、調理不要保存食２，２００食、オストメイト専用トイレ１個、自

動ラップ式トイレ２０個を備蓄する計画とされていますが、備蓄計画表の通り備

蓄は、出来ているのか状況を伺う。 

 

②備蓄品は、リスク回避の面から、年度の前半で整えるのが理想であり、毎年のよ

うに起きている風水害の下では、緊急支援物資として被災地支援が優先され、納

期が遅れる可能性がある。また大規模災害などが起きたときは、緊急支援物資の

生産が追い付かない事態も考えられるが、見解を伺う。 

 

 

①近年、食物アレルギーが指摘されるようになり、備蓄食にも食物アレルギー対応

のものに入れ替える対策が課題とされていますが、本市の状況を伺う。 

 

②入れ替え途中の段階では、食物アレルギー対応食と対応していない備蓄食がある

ことを認識していないと、混在してしまう恐れがあり、食物アレルギーのある避

難者を、生命の危険にさらすことになるのではないかと考えるが、見解を伺う。 
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（３）ローリングストックに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）風水害避難所の備蓄品

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①食料関連の備蓄品について、ローリングストックを７品目と決めている。保存年

限は品目によって１年半、５年、１０年と異なるが、保存年限の近くなったもの

を、廃棄しないための取り扱いはどのようにしているのか、伺う。 

 

②現在、アルファ米の備蓄品では、１箱に５０食分が一括して入っている品目にな

っている。1箱が５０人食分の小分けになっている備蓄品もあり、衛生面・作業性・

ごみ問題・小口の人数対応で、有効であると考えるが、見解を伺う。 

 

③保存年限が近くなった時に、アルファ米の備蓄品がどのようなものか知っていた

だくために、防災訓練の時などに啓発として配布することも効果的と考えるが、

見解を伺う。 

 

④生活関連の備蓄品や新型コロナウイルス感染症対策資機材は、経年劣化により十

分な効果が期待できないようになる物もあると考えるが、どのように備蓄してい

くのか、考えを伺う。 

 

 

①市内には、風水害の指定避難所が公民館・地域交流センター・町民会館など２２

施設ありますが、備蓄計画表によると 1 箇所あたり、コッペパン１０本、毛布３

０枚、飲料水（３７５ｍｌ）２０本の備蓄品目となっている。毎年のように、豪

雨災害などの危険が差し迫った段階では「避難指示」が発令されますが、備蓄品

の確保としては、十分とは言えないと考えるが、見解を伺う。 
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（５）自助・共助について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地震などの大規模災害に備えて、避難所となる小中学校など２８施設を避難所防

災備蓄倉庫としてあります。災害時の物資輸送の省力化・迅速化を図るためにも、

風水害の指定避難所においても活用できるのか、見解を伺う。 

 

③避難所防災備蓄倉庫の備蓄品が活用可能であるならば、風水害避難所開設から関

わる、災害時地域支援員と施設管理者及び自治会役員関係者との情報共有が必要

と考えるが、見解を伺う。 

 

 

①今後は、自助として７日以上の家庭内備蓄が必要なことは呼びかけているが、 

 第一段階 緊急避難時に持ち出すもの 

 第二段階 発災から 3日間を生き抜く 

第三段階 長引く避難生活をいかに快適に過ごすか 

三段階を順序立てた啓発が必要と考えるが、見解を伺う。 

 

②新型コロナウイルス感染症が収束したのちに、地域の防災に関わる方々で、非常

食を持ち寄って簡単レシピ等を学び合うことが、地域の防災力を高めるために有

効と考えるが、見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


